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６月29日に、４年生が羽地ダム見学に行きました。私たちの暮らしに欠かすことのできない水はい
ったいどこから来るのかについて、４年生は学習しています。ダム見学では、森林の働きやダムの仕
組み、水道の蛇口に至るまでの名護市の水の流れなど、たくさんのことを学んだようですが、何とい
っても、本物のダムの大きさや周りの風景に驚い
ている子が多いようでした。写真や映像だけでは
伝わらない五感を通して実感できる体験学習は、
子供たちの知的好奇心を刺激する重要な学びで
す。担任の先生からは、「バス代が高くどうしよ
うか迷いましたが、子供たちの学ぶ様子を見ると
ダム見学へ行ってとても良かったです。」とのお
話がありました。保護者の皆様の御理解と御協力
に感謝いたします。

昨年に引き続き、大北小6年生との学校間交流学
習が始まりました。教科は国語で「川とノリオ」
という物語です。第1回目は、名護小と大北小､そ
れぞれのグループで自己紹介を行いました。はじ
めは､照れていた子どもたちも､どんどん質問し始
め次第に打ち解けてきたようでした。 ２回目は､
各々で学習を進めたこと、特に心にしんみりした
叙述や心にグッ！ときた叙述を発表し交流しまし
た。両校ともに、自分自身の言葉で自分なりに感
じたことを堂々と発表していました。来年の中学
校への進学に向けて、「中１ギャップ」が少しで
も緩和できるといいと思っています。これからも
交流学習を続けていきます。

名護小学校ホームページに

カラー版を掲載しています。

ダムの大きさに食い入るように見つめる子どもたち

ダムの周りの環境についても学ぶ

ダム見学をして、ダムの種類やダムのれきし、ダ

ムの知しきをたくさん知りました。ダムは森林と関係

していると知ってびっくりしました。ダムを長く使うに

は、節水や人々の努力が必要だとわかったので、今

から、じゃ口の水をこまめに止めたり、節水をする努

力をしてダムを長く使い続けたいです。

４年 高良 奏詩



７月２日に名護市ＰＴＡ連合会主催の
ソフトバレーボール大会が行われました。
４年ぶりの開催でしたが、大会には市内
各小中学校からたくさんの保護者の皆様

が参加し大会を盛り上げていました。男子チームは、４年越しの連覇を飾りました。女子チームは、
優勝校との大接戦の末、惜敗しましたが、充実した１日となりました。皆様ありがとうございました

名護小学校のシンボル「のぞみの像」周囲
を花壇にするために、花さき委員会の皆さん
が暑い中、土の運搬作業を頑張っています。
先月のＰＴＡ作業では、ユンボを使って砂

利を撤去しましたが、今回は人力作業です。
少しずつですがだんだんと花壇に近づいてき
ました。今回の花壇づくりの費用は、渡具知
武明元校長先生のご厚意を活用しています。
素敵な花壇の完成がとても楽しみです。

６月24･25日、第115回国頭地区ミニバスケットボール交歓会で男子AチームとBチームがまたまた、
そろって優勝したことを報告に来てくれました。Aチームの皆さんが勝ち取った優勝旗は、２本になり、向か
うところ敵なしのようです。夏休みには県大会が予定されていて、今は県大会へ向けてチ－ム力を高める練
習に励んでいます。沖縄Ｎｏ１を目指して、チーム一丸となって頑張れ、男バスチーム！。
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